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教員会議（２４１３回）・研究科委員会（５８５回）議事要録 

 

日 時：令和６年１２月１１日（水）１３時３０分～１６時３５分 

場 所：人間発達文化学類大会議室 

 

※教員会議開始前に FD 推進会議「附属中学校における探究活動紹介：附属中学校のＳＴＥＡ

Ｍ教育の実践紹介」（遠藤博晃副校長）、「若手教員研究紹介：1960年代後半の教員不足自治

体における教員確保施策－埼玉県と愛知県を事例として－」（神山真由講師）が開催された。 

 

【確認事項】 

「教員会議（2411回）議事要録（案）」、「教員会議（2412回）議事要録（案）」について、確認さ

れた。 

 

◆教員会議◆ 

【審議事項】 

１．人事について 

（１）教員の割愛について 

  学類長から、高橋優教員の割愛（令和７年４月１日付け 上智大学文学部 教授）について提

案があり、承認された。承認後、ポストの扱いに関する確認やポストの確保に向けた交渉につい

て要望が出された。 

（２）教員の任用について（選定委員会設置の発議） 

 ＜教職実践研究科（専任教員）＞ 

宗形教員から、教職実践研究科の応募結果について報告があり、３名の教員をもって選定委員

会を設置したい旨の提案があり、承認された。 

（３）教員の任用について（調査委員会設置の発議）（資１）≪投票≫ 

 ＜特別支援教育（専任教員）＞ 

  学類長から、応募状況を踏まえ、選定委員会の設置を省略し、調査委員会を設置することとし

たい旨の提案があり、承認された。 

  続いて、高橋(純)教員から、資料に基づき、応募状況の説明及び教員資格調査委員会設置の提

案があり、承認された。 

  投票の結果、当該分野・当該関係分野、当該領域、当該領域以外の領域及び当該学系から５名

の教員が選出された。 

（４）特任教員の任用について（調査委員会設置の発議）（資２）≪投票≫ 

＜道徳教育学（特任教員Ｂ）＞  

 選定委員の坂本教員から、資料に基づき、選定の経過と結果について説明があった後、教員資

格調査委員会設置の提案があり、承認された。 

投票の結果、当該分野・当該関係分野、当該領域、当該領域以外の領域及び当該学系から５名

の教員が選出された。 

 ＜臨床心理学（特任教員Ｂ）＞ 

  学類長から、応募状況を踏まえ、選定委員会の設置を省略し、調査委員会を設置することとし

たい旨の提案があり、承認された。 

  続いて、青木教員から、資料に基づき、応募状況の説明及び教員資格調査委員会設置の提案が

あり、承認された。 

  投票の結果、当該分野・当該関係分野、当該領域、当該領域以外の領域及び当該学系から５名

の教員が選出された。 

（５）特任教員の任用について（採用の発議）（資３－回収）≪投票≫ 

 ＜保育内容（特任教員Ａ）＞ 
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保木井資格調査委員主査から、審査対象者のＡ氏は、「官公庁等定年退職者を対象とした特任教

員の選考手続きに関する申し合わせ」に基づき、資格調査委員会の設置を省略することができる

者に該当するが、大学院の授業担当経験がなかったことから、資格調査委員会においては、大学

院担当としての研究業績及び教育能力について審査を行った旨の説明があった。審査内容に関す

る報告の後、論文数及び内容、その他の業績から、Ａ氏は大学院担当として適格であると判断し

た旨の説明提案があり、承認された。次いで、資料に基づきＡ氏の経歴・研究業績の報告があっ

た後、投票に移ることの提案があり、承認された。 

投票結果に基づき、特任教授として採用することが承認された。 

（６）令和７年度昇任人事について（資４） 

  学類長から、資料に基づき、教育研究院会議において決定された新しい教授昇任の枠組みとル

ールについて報告があり、①教授昇任を希望する場合は１２月２３日までに申請いただきたいこ

と、②新しい枠組みとルールに関する改善案について意見を出していただきたいこと、及び出さ

れた意見は教育研究院会議にあげていきたいことについて説明と依頼があった。 

  質疑に入り、研究業績が重視されている点、緩和策・移行期間の設定、昇任の手順について議

論や再検討が必要ではないかという意見が出された。 

２．教務委： 

（１）学修案内の変更について（資５） 

  住吉委員長から、資料に基づき説明提案があり、承認された。 

３．学類長： 

（１）学類人事委員会委員の選挙結果について 

学類長から投票結果について報告があり、得票順に原野教員、杉田教員、中村(恵)教員が選出

された。４位は３名が同じ得票数であったため、後日、３名による互選により澁澤教員が委員に

決定した。 

 

【報告事項】 

１．教育研究評議会：第424回(11/26)  資料：「福島大学会議運営サイト」を参照 

（１）【審議】（非公開） 

（２）【報告】就業規則の一部改正について 

（３）【審議】本学における令和７年度学士課程並びに令和７年度及び令和８年度以降の大学院の 

課程の定員管理について 

（４）【報告】令和６年度収支見込等について 

（５）【報告】外部研究資金獲得手当対象資金の是正について  

（６）【報告】福島県信用保証協会寄附金受入に関する協定再締結について 

（７）【審議】（非公開） 

（８）その他情報共有等     

２．運営会議：第202回(12/10)  資料：「福島大学会議運営サイト」を参照 

（１）【報告】学類長・研究科長を選考する基準について 

（２）【報告】令和６年度運営計画中間報告について 

（３）【報告】DEI（Diversity, Equity & Inclusion） 

（４）【報告】令和６年度補正予算等の伝達について 

３．教務委： 

（１）令和７年度授業日程について（資７） 

  中畑委員から、資料に基づき説明報告があり、了承された。 

４．学生生活委： 

（１）2025（令和７）年度 コースアドバイザーの決定について（資８） 

新井委員長から、資料に基づき説明報告があり、了承された。 

 

５．学類長： 
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（１）学士課程改革について 

学類長及び牧田評議員から、１１月２９日に文部科学省との事前相談を実施した旨の報告があ

った。 

（２）教員の昇給（昇給区分ＡまたはＢの適用者）について 

学類長から、学類人事委員会において対象者（特定職員Ａ：４名、Ｂ：１０名、一般職員Ａ：

０名、Ｂ：４名）を決定したとの報告があった。 

（３）教員の外国出張について 

学類長から、以下の報告があり、了承された。 

中村 洋介 教授 R6.12.23～12.27 大韓民国 科研費 

 

６．将来計画検討委： 

（１）新教育学部のカリキュラムに関する検討状況について（資９） 

  中田委員長から、資料に基づき、新教育学部のカリキュラムに関する検討状況についての説明

とともに、個々の科目の検討に対する協力依頼があり、質疑応答を行った。 

 

 

◆研究科委員会◆ 

【審議事項】 

１，教務委： 

（１）令和６年度修了研究題目及び審査委員について（資６） 

  住吉委員長から、資料に基づき説明提案があり、承認された。 

 

 

（アナウンス） 

 ①令和７年度学類・大学院開講科目シラバス登録について（資10）（教務委） 

  資料に基づき、登録の協力依頼についてアナウンスがあった。 

 ②卒業時アンケートについて（教務委） 

  本年度も実施する旨のアナウンスと、学生への周知について依頼があった。 

 ③令和７年度大学入学共通テスト実施に伴う学生の入構禁止措置及び学内施設の利用制限等につ

いて（学生生活委） 

  職員専用掲示板に掲載されているので、内容を確認願いたい旨アナウンスがあった。 

 ④令和７年度「高校生セミナー」日程の案内について（評議員） 

  令和７年度は８月１９日に実施予定である旨のアナウンスと、当日の予定確保について依頼が

あった。 

 ⑤寄贈図書（農文協図書館の旧蔵書）の譲渡会について（資料11）（附属図書館運営委） 

  資料に基づきアナウンスがあった。 

 

 

※次回の教員会議は、令和７年１月８日（水）１３時３０分から開催することとした。 


